
◆ご家族の思い◆ ◆ご本人の思い◆

★訪問診療とは？？★
ご自宅で継続的な医療が必要にも関わらず通院が困難な患者様に対して計画的な医学管理のもと、

定期的に医師が訪問して（基本的に月２回）診療を行うことを「訪問診療」と言います。
不意の状態の変化や万一の場合は緊急往診や電話でのご相談、連携する病院への迅速な手配を行います。

★対象となる具体的な状態は？？★
認知症、悪性腫瘍（がん）、脳梗塞後遺症、

神経難病、高血圧、心疾患、肺疾患、骨折後遺症、
合併症のある糖尿病、精神疾患、呼吸、栄養、
尿管理が必要な方、老衰、その他通院が困難な方

★どんな対応ができるの？？★
緩和ケア(頭痛管理など)、呼吸管理（在宅酸素、人工呼吸器
気管切開カニューレ、栄養管理（胃ろう、経鼻経管栄養、
中心静脈栄養(IVH)、尿管理(膀胱留置カテーテル)

できる検査：血液検査、尿検査、培養、心電図、超音波検査など

みなさんならどうしますか？
上記のような悩みや不安を在宅医療機関や介護事業所が連携し、

様々な形で手助けします。
病気のために、介護のために、悩んだりイライラしたり、

不安を抱えたり…そんな状況はたった一回ご相談いただくだけで解決するかもしれません。
お一人で、ご家族だけで悩まずにまずはお気軽にご相談ください。

こんな時どうしますか？

病気になってもご自宅で自分らしく生きたいと願う患者さんやそのご家族の支えとなります

1人暮らしの父親の認知症が進んで毎日心配
でも一緒に住むことはできないし

1人では通院できない母を病院に連れてきたいけど仕事
は休めないし…どうしよう

妻を病院に連れて行ってるけど自分ももう歳だし、
運転免許も返納しなきゃ…でも車がないと連れて行けない…

妻を病院に連れて行ってるけど自分ももう歳だし、
運転免許も返納しなきゃ…でも車がないと連れて行けない…

そろそろ定期のお薬をもらいに行かないといけないの
に足腰が弱って通院が辛い…頼る人はいないし行けな
くなったらどうしよう

持病があるけど今の状態では病院に行くのが大変…
近くに家族もいないし、タクシーは高いしどうしよう

がんで入院中。もうこれ以上の治療は厳しい。
最後の時間は住み慣れた自宅に戻って過ごしたい。



訪問診療のご案内

患者様・ご家族へ
病院やクリニックへの通院が難しくなった時に、自宅や老人ホームなどの普段の生活の場所
に医師や看護師などが訪問して、診察や治療、健康管理を行うことをいいます。病気や障害
があっても、患者さんが住み慣れた場所で暮らしていけるように、専門スタッフがチームと
なり支えていきます。

往診との違い
ご自宅や施設に、患者さんやご家族の求めで不定期に診察に伺うのが往診です。
訪問診療は定期的・計画的に診察に伺い、
医学管理を継続して行い状態変化を確認するものです。

どのような方が対象か
主に「ご自宅での療養を希望される方」、「入院や通院が困難な方」、
「日常生活に医療サポートが必要な方」が対象になります。

主な症状
悪性腫瘍(癌)、脳血管障害後遺症、多発性脳梗塞、脳血管性認知症、アルツハイマー病および
その他の認知症、老人性運動器疾患(骨粗鬆症、圧迫骨折、変形性関節症、大腿頸部骨折)、
関節リウマチ、神経難病、高血圧、肺疾患、精神疾患、がん末期、慢性呼吸不全、慢性心不
全、慢性腎不全、糖尿病合併症、褥瘡、老衰など

在宅医療でできること
緩和ケア(疼痛管理)、呼吸管理(在宅酸素・人工呼吸器)、栄養管理(胃ろう・経鼻経管栄養・
中心静脈栄養)、尿管理(膀胱留置カテーテル)、薬の処方や注射・点滴、検査(採血・尿検
査・超音波・心電図など)、認知症ケア、褥瘡処置など

訪問範囲
訪問診療はクリニックから半径16km圏内で対応可能です。

費用
訪問診療の医療費は月2回訪問の場合、
自己負担額が1割負担の方で月4,000円～6,000円程度です。
その他必要に応じて検査代・薬代が別途必要です。

申込方法
ご自宅で療養したくても不安や疑問があると思います。まずはお気軽にお電話ください。


